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語をあてているo 第二次大戦後， 日本において全国的に行われた二大調査『日本人の読み書き能力(1948)J r国民の


























盛り込まれた。例えば1966年に出版されたアメリカ保健・教育・福祉省 (the U.S. Department of Health , Educaｭ






















である O それぞれの研究領域で述べられていた共通点をあげるとするならば， リテラシーは，それが使用される「状
況・文脈」に根ざしたものだということである o
第 2 に，識字教育の概念について検討した。ここではまず， ブラジルの教育学者・実践家であるパウロ・フレイレ
の理論と実践， 日本における識字教育の実践， 日本語教育の理論と実践という 3 つの視点から識字教育の概念を捉え
ようとした。きわめて大きなテーマをごく簡単にしかまとめることができなかったため，雑駁で中途半端になってし
まった感は否めないが，識字教育の「概念」を考えるうえで，パウロ・フレイレの識字教育論が参考になることは間
違いなし '0 つまりブラジルや日本の識字教育の実践，そして日本語教育(とくに「第 2 言語」としての日本語の教育)










識字は一般に「読み書き能力J，あるいは「リテラシ -J と同義のようにとらえられているが， 日本の識字教育に
おいては， 1"差別からの解放」をめざし， 1"奪われた文字を奪い返す営み」として，社会運動論の立場から識字を意味
づける傾向が強かった。そのため，識字の教育学は，一般に理念的・経験的な色彩が強く，カリキュラムや方法論の
整理がこれまで十分ではなかった。
本論文は， これまで蓄積されてきたすぐれた識字教育の実践や理念を「方法J として体系化しようと試みたもので
ある。まず欧米のリテラシー研究の全体をつぶさに検討し，そのうえでアメリカの成人基礎教育や日本の社会教育の
方法論と識字教育の実践を交差させることによって，識字教育の「方法」をめぐる具体的課題を整理している。
本論文は識字・リテラシー研究の現段階とその全体像を見通すことを可能にする包括的なレビューであるとともに，
識字教育のカリキュラムや方法論の理論的枠組みを明らかにしようとする意欲的な研究であり，国際比較研究を含む
今後の発展の可能性を強く感じさせるものである。よって本研究科論文博士(人間科学)の学位授与に値する論文で
あると判断する o
-64-
